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東京 2025 デフリンピック報告会 
 12 月 20 日(土)午後 1 時から県立聴覚障害者

情報センター主催で東京2025デフリンピック報

告会が開催されました。 

 自転車競技ロードレース競技で銅メダルを受賞

された藤本六三志選手に、大会期間中の動画を投

影しながら競技の様子の説明がありました。参加

者全員に銅メダルを触らせていただきました。 

 藤本選手は、皆さんからの応援やサポートのおかげで自転車競技日本男子初となるメ

ダルを獲得できたこと、４年後のアテネデフリンピックで金メダルを目指していくとコ

メントがありました。 

最後に、東京デフリンピック運営委員の小椋が藤本選手の活躍はきこえない・きこえ

にくい子どもたちのロールモデルとなる期待があること、そしてデフリンピック開催を

機会に、スポーツ競技人口拡大、学校教育や地域スポーツへの制度的導入、手話通訳・

文字導入などの情報保障の確立を目指していくことが重要とまとめました。 

 

デフリンピック出場選手表敬訪問 
12 月 24 日（水）都留市役所へ市長表敬訪問を行いました。藤本六三志選手と亀澤

史憲選手、当協会から仁科と小椋、手話サークル千羽会の役員が出席しました。東京

2025 デフリンピック運営委員の小椋よりデフリンピック結果報告、選手が感想や今後

の抱負を述べた後、日向市長よりお祝いの言葉をいただきました。 

翌日 25 日（木）山梨県庁へ副知事表敬訪問を行いました。藤本選手、亀澤選手、佐

藤正樹選手、当協会から仁科と小椋が出席しました。石寺副知事よりお祝いの言葉をい

ただいた後、選手 3 人より大会の感想や今後の抱負を述べ、東京 2025 デフリンピッ

ク運営委員の小椋より大会協力の御礼と今後のレガシーなど取り組みを述べました。 

都留市や山梨県の各表敬訪問では、職員の皆さんに手話の拍手で迎えられ、選手たち

に笑顔で答えていただきました。本当にありがとうございました。 

   


